
区民参加型予算について

杉並区 企画課 公民連携担当
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区民参加型予算とは？

区民参加型予算の流れ

提案を行う上でのポイント

01

02

03

C
o
n
te
n
ts

2



区民参加型予算とは？
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• 杉並区がこれから行う事業のアイデアを、地域の皆さんからご提

案いただき、区の予算案に反映していく取組です。

• 皆さんが杉並区で生活し、気づいたこと・思ったことなど、さまざま

な視点からアイデアをいただきながら、地域課題の解決を図ってい

く、それが区民参加型予算です。

皆さんの声を

杉並区の施策に

反映します！
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区民参加型予算とは？



☞地域の皆さんと区とのコミュニケーション

☞ 『自らのアイデアがカタチになる！』 を体感できる

協働

地域の課題解決力を上げていく

区民参加型予算とは？

自らのアイデアが、
区の事業に反映され、
結果的に地域に還元

新たな視点やアイデアで、
より地域のニーズに
沿った事業を実施

地域 杉並区

5



同じ目的のために、立場の異なる者同士が、

対等な立場で協力・連携すること

目的

杉並区

商店街

町内会

事業者

教育機関

地域団体

ボランティア

区民

『協働』とは？
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☞社会情勢の著しい変化

少子高齢化・人口減少、人々の価値観や生活形態の多様化、

ネット社会による情報過多などにより、地域課題は、

多面的な要素が複雑に絡み合って生じるようになっている。

少子高齢化 生産年齢人口の減少

地域の担い手減少

就業形態の多様化

子育て支援

外国人との共生

【不登校の事例】

なぜ協働が必要とされるのか？

不登校

子育て
支援

親の
就業

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

子どもの
居場所

教育 生活苦
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誰も彼もがマンパワー不足になりつつある…

社会

民間の活動
（営利）

「公」の課題
（公益）

行政

国・地方自治体など

民間事業者

教育機関

地域団体

NPO法人等

行政サービス

地域

「公」の課題とは？
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区民参加型予算の流れ

9



提案受付

皆様から
の提案

杉並区に
よる審査 投票対象

事業案
（公表）

区民投票・コメント

投票により
選出された
事業案

杉並区による予算編成

投票の際にいただいたコメントの反映を
図るなど、事業案をブラッシュアップ
します。

区長による予算査定

• 10～11月頃に、区民の皆様による
投票を実施します。

• 投票者は、自身が投票した事業に、
コメントを投稿できます。

令和8年度

杉 並 区 予 算

杉 並 区

８年度予算案

区議会に
よる議決

事業実施
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４～６月 ９～10月頃

10～11月頃

12月頃 翌３月頃

翌４月以降

区民参加型予算の流れ



「森林環境譲与税」の使い道

森林整備を促進することを目的に、人材育成・担い手の確保、
木材利用の促進、普及啓発等の森林の整備促進に関する施策に
活用する財源で、国から各自治体に交付されるものです。

森林環境譲与税とは
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５年度の募集テーマについて



事業名 得票数

災害時に活用できる用具を公園に設置 1,488票

歩行者が気軽に利用できる木製ベンチを
まちなかに広めよう

1,436票

区立公園に木製の遊具やベンチを設置 1,299票

投票人数：2,586人、投票数：6,991票（一人最大３事業投票）
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６年度の実施事業



歩行者が気軽に利用できる木製ベンチをまちなかに広めよう

設置されたベンチ 

自由に休憩できる木製ベンチなどを区内施設に設置するほか、
自らの所有する土地などに設置を希望する方に助成を行うもの。

この事業に既に申請が寄せられ、設置が進んでいます！
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実施事業の紹介



「防災・減災」分野と他分野の取組を

かけあわせるという意味
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６年度の募集テーマについて

にぎわい、まちづくり、
地域コミュニティ等）



投票人数：3,322人、投票数：8,749票（一人最大３事業投票）
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７年度の実施予定事業

事業名 得票数

区立公園で太陽光発電と蓄電をしよう 2,026票

LEDソーラー街路灯給電スポットを駅前広場に
設置しよう

1,958票

水害対策にグリーンインフラを活用しよう 1,207票



提案する上でのポイント
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（参考）提案様式 ←インターネット版はこちら
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⚫事業名

⚫事業の要約（最大200字以内）

⚫区内における現状・課題（最大200字以内）

⚫事業の具体的な内容（最大800字以内）

⚫事業により見込まれる効果（最大200字以内）

最終的にはこのような形式で提案いただきます

全３回のワークショップで考えた提案は、
最終的には以下の条件で文章化していただき、
一般応募の提案と一緒に、区の審査を実施します



区の審査の視点

課題設定・事業目的の妥当性

創造性・新規性

地域社会への有益性・公共性

事業費の適正性

実現可能性

1

2

3

4

5
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過去の審査の事例

事例① 防災アニメーション作成

防災意識を高めるための動画を、区公式チャンネル（Youtube）で公開する事業。

（例：災害用伝言ダイヤルの使い方など）

動画の発注先は杉並区で開業しているアニメーション会社。

また、アニメのイラストを使って災害用伝言ダイヤルやその他の防災情報のポスターなどを

作成・展示する。

＜区の審査結果＞ ①-a：課題設定   ２.３点 ／ ４点

①-b：解決策の妥当性   １.７点 ／ ４点

②創造性･新規性の活用   １.０点 ／ ４点

③事業の公共性   ４.７点 ／ ８点

④事業の効果   ５.０点 ／ ８点

⑤事業の実現可能性   ４.７点 ／ ８点

合計 １９.３点 ／ ３６点満点
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過去の審査の事例

事例② 防災コミュニティをつくって地域別のタイムラインをつくろう

杉並区の洪水ハザードマップに示された浸水が想定される地域を防災コミュニティとして

設定し、各該当地の住民に防災ワークショップを実施。災害時の住民の体験・知恵を発掘し、

それをハザードマップに住民の実態データとして加えることで災害の全体像を整備する。

また、このプロジェクトにより新たな防災コミュニティの形成と、住民が地域なりの

防災情報を共有できることを目指す。

＜区の審査結果＞ ①-a：課題設定   ３.２点 ／ ４点

①-b：解決策の妥当性   ３.２点 ／ ４点

②創造性･新規性の活用   ２.５点 ／ ４点

③事業の公共性   ６.０点 ／ ８点

④事業の効果   ６.３点 ／ ８点

⑤事業の実現可能性   ５.７点 ／ ８点

合計 ２６.８点 ／ ３６点満点
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提案を考える上でのポイント

◆提案できる事業予算

１事業につき2,000万円以内かつ、原則単年度事業

◆対象外となる提案
• 現金給付に該当する提案
• 特定の製品やサービスの活用を目的とするものな
ど、営利目的の提案

• 既に区が実施している事業と重複する提案（※）

• 国や都などが管轄する事業に関する提案
など
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※ 区の既存事業を拡充する提案は可能です



区の管轄外分野について

◆国

厚生労働省、警察 など

◆東京都

消防・救急、病院、上・下水道 など

◆民間事業者

クリニック（診療所）、電気、ガス など

杉並区はこれらの機関と連携
はしていますが、
区の管轄を越える提案は対象
外となります。
ご提案が有意義なものとなる
よう、お気をつけください！

◆その他法令に従う事項

食品衛生、薬事衛生、感染症対策 など
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質疑
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７年度の募集テーマ

身体的だけでなく、精神的にも健康であること。
そして社会的にもつながりをもちながら、よりよく生活できる環境

そんな環境を実現するためのご提案をお待ちしています！



テーマに込めた想い

杉並区で生活されている中で、より多くの方に
興味・関心を抱いてもらえるテーマにしたい！

『多種多様な生き方』『複雑化した社会』
『孤独・孤立の進む社会』になりつつある今…

「心身共に健やかに」「よりよく生きる（ウェルネス）」
に必要なことを考えるきっかけになってほしい。

多くの方に区政に参画いただき、地域の皆さんに
活かされる事業を行っていきたい。

協働の観点

ウェルネスの観点
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健康・ウェルネスとは？
～なぜ、健康・ウェルネスなのか？

課題は何なのか？～



出典：2023年 人口動態統計



出典：健康日本21（第二次）最終報告書



出典：令和4年 第17回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料



健康に影響を及ぼす要因

①環境要因

生物学的環境（細菌、ウイルスなど）

物理化学的環境（化学物質、放射線など）

社会環境（生活水準、職業、文化・宗教、制度など）

②行動要因

食事、喫煙、飲酒、睡眠・休養、運動、ストレスなど

③宿主要因

年齢、性別、人種、性格、遺伝子、免疫力など



健康長寿社会を実現するためには？

①生活習慣病の予防
➢行動要因の改善（食事、喫煙、飲酒、睡眠・休養、
運動、ストレスなど）

②認知症の予防
➢生活習慣病の予防
➢社会参加による社会的孤立の解消等

③骨折・転倒の予防
➢骨折の予防（行動要因の改善）
➢転倒の予防（行動要因の改善）



健康で長生きすることが
幸せなのか？



健康とは？

• 「健康とは、単に疾病がないとか虚弱でないということで
はなく、身体的・精神的・社会的に完全に良好な状態で
ある」

• 到達しうる最高基準の健康を享受することは、人種、宗
教、政治的信念又は経済的もしくは社会的条件の差別な
しに万人の有する基本的権利の一つである

（1946年 WHO憲章）

心身ともに健やかで、人や社会とよい関係を築けている状態



健康観の歴史的変遷

過去の健康観 近年の健康観

状態

資源・能力
健康を「社会的・身体的・感情的課題に直面した
際に適応し、自ら管理する能力」と定義
（2009年 オランダ）

目的
手段

健康は目的でなく日々の生活の資源と見なされる
（1986年 オタワ憲章）

生物学的側面
健康領域における伝統的な見方は、医療レベルと
健康のレベルを同一視するもの
（1974年 ラロンドレポート）

全人的側面
健康とは、人の身体的能力に加え、その人の持つ
社会的および個人的なリソースにも重点を置く、
ポジティブな概念
（2010年 Adelaide Statement on Health in All 

Policies）

1946年のWHO憲章は、健康の定義をそれまでの「病がないこと」から脱却する画期的なも
のであった。

それ以降の健康観の変遷を見ると、状態から能力、目的から手段、生物学的側面から全人
的側面と、相対する概念への変遷がなされているといえる。

出典：令和4年 第17回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料から抜粋



ウェルネスとは？

• 従来の健康（ヘルス）と区別する目的で1960年代に
アメリカで提唱されたもので、「より良く生きようとす
る生活態度」のこと

• 近年では、「身体の健康、精神の健康、環境の健康、
社会的健康を基盤にして輝く人生（QOL）をデザイ
ンしていく、自己実現」として、 健康は基盤であり
ウェルネスは生き方という新しいウェルネスの定義
が提唱されている



心身ともに健やかで、
人や社会とよい関係を築き
よりハッピーに生きようとする

自分を大切に思う気持ち



課題は何なのか？



健康日本２１（第三次）の概念図



出典：令和4年 第17回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料



行政が感じている課題
①自然に健康になれる環境づくり（体・こころ・人と関わる）
➢まちづくり（歩きやすい、ちょっと休める、動きたくなる、気づかないうちに
歩いてる、自然豊か、何度も来たくなる、集いたくなる etc...）

➢自然に栄養バランスが整った食生活ができる etc...

②社会とのつながりの維持・向上、
➢地域コミュニティの新たな再生、活性化
➢より多くのゆるいつながり etc...

③自分を大切に思う気持ちを育てる
➢周囲から愛され、大切にされていると感じられる
➢友人や仲間とのコミュニケーションを楽しめる etc...

④積極的に取り組む余裕のない方々も含め、健康が権利であり、
幸せになるための重要な財産であることを認識、自分事として
とらえ、行動要因等を改善
➢行政⇔区民のコミュニケーションの工夫や魅力的な取組 etc...

どうしたら
解決していける？



ぜひ、
みなさまのアイディアを



杉並区の健康づくりに関する

主な取組
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基本的な考え方

杉並区では、「誰もが生涯にわたり、健やかで心豊かに暮らすこと
ができる持続可能な社会」 を目指しています。

そんな社会を実現していくためには、身体的だけでなく、精神的に
も健康であること、そして社会的にもつながりをもち、よりよく生
活できる環境を作っていくことが必要です。
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社会環境の質の向上

ライフコースアプローチ を踏まえた
健康づくり

支える 支える

支
え
る

個人の行動と健康状態の改善

支える

生活習慣の改善

栄養・食生活 身体活動・運動 休養・睡眠

飲酒・喫煙 歯・口腔の健康

生活習慣病（がん・糖尿病等）の発症予防と重症化予防

健康診査の受診 がん検診の受診

ヘルスリテラシーの向上

身体の健康

こころの健康

生活機能の維持・向上

子どもの健康づくりの推進

成人期における健康づくりの推進

高齢期における健康づくりの推進

女性の健康づくりの推進

社会とのつながり 自然に健康になれる環境づくり 多様な主体による健康づくりの推進

支
え
る
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基本的な考え方

健康寿命の延伸を目指すうえでの、健康づくり事業の体系図



後期高齢者
（75歳以上）

前期高齢者
（65～74歳）

壮年期
（40～64歳）

成年期（18～39歳）

学齢期
（6～17歳）

乳幼児期
（0～5歳）

健康づくりの主な取り組み

杉並区では、健康づくりに関する様々な取組を実施しておりますが、
ライフステージ別に、取組の一部をご紹介します。

子ども（0歳～17歳）

成人期（18歳～64歳） 高齢期（65歳～）

46

紹介する取組以外にも、健康づくり
に関連するものもありますが、ここ
では一例としてご紹介しますので

ご了承ください。



学齢期
（6～17歳）

健康づくりの主な取り組み

乳幼児期
（0～5歳）

・産後ケア事業

・乳幼児健康診査等 

・育児相談、離乳食講習会、乳幼児歯科相談

・保健指導、個別相談 など

・保育所、幼稚園、学校等での活動や教育

・健康診査、歯科健診、口腔保健指導

・給食等を通じた食育活動

乳幼児期
（0～5歳）

・すぎなみ朝ベジごはんメニューコンテスト（中学２年生）

・中学校対抗駅伝大会

・20歳未満の飲酒、喫煙防止対策

・すこやか赤ちゃん訪問
･･･保護者の方が安心して子育てができるよう、

  生後４か月までの赤ちゃんがいる全ての
        ご家庭に保健師または助産師が訪問

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）

学齢期
（6～17歳）

47

子ども

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s048/953.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2167.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s054/1027.html


健康づくりの主な取り組み

・生活習慣病予防に関する講座、セミナーの実施

･･･歯周疾患予防教室、糖尿病予防教室、地域食育推進教室 など

・動画配信、パンフレット、ポスター等などによる普及啓発

・健康診断等の受診勧奨

・健康アプリの実施

･･･令和7年10月より新たな健康アプリを導入予定

・健康づくり表彰の実施

・地域団体との協働イベント事業の実施

･･･区民健康フォーラム、よい歯健口フェスティバル

・すぎなみ健康チャンネル（YouTube）の配信

生活習慣病予防

自然に健康になれる環境づくり

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）
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成人期

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2161.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2181.html
https://www.youtube.com/channel/UCC3aWqmwYn1oq31-iKh7P6A


健康づくりの主な取り組み

介護予防

認知症施策

・介護予防事業の実施

･･･介護予防講習会、足腰げんき教室、らくらく歩行筋トレ教室、わがまち一番体操、

栄養満点サロン、地域ささえ愛グループ支援、専門職による相談支援 など

・長寿応援ポイント事業

･･･介護予防活動などへ高齢者が参加し、ポイントをためて、

  区内共通商品券と交換できる制度

・認知症に関する普及・啓発の実施

（認知症サポーター養成講座、認知症予防・共生講座など）

・もの忘れ予防検診、もの忘れ相談の実施

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）
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高齢期

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s048/1171.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/kenkou/kourei/ikigai/choujuouen/index.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s039/1192.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s047/926.html


健康づくりの主な取り組み

・動画配信、野菜のレシピ集配布

・食育推進ボランティアの活動・支援

・健康づくり応援店の登録

・ヘルシーメニュー店の紹介

・民間事業者との協働事業の実施

栄養・食育スポーツ・運動・健康講座

・区立スポーツ施設の運営

・健康講座、健康増進教室、

スポーツ教室等の実施

・ウォーキングマップ等の作成

健康づくりを支援する社会環境の整備

・健康スポット（全自動血圧計等）の設置

・公園に健康器具の設置

・ユニバーサルデザインなまちづくりの推進

・MaaSシステム「ちかくも」の活用

…MaaSとは、ICT活用による移動をスムーズに

つなぐ新たな移動の概念。又は様々な移動サービスを

１つに統合させた新たなモビリティサービス

全年齢層

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）
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成果が
小さい

健康づくり施策
は因数分解

まちづくり等
の視点

・健康部門単独で担当

・医療系の専門職中心に企画

このフィルター
を通すと‥

出典：国土交通省 健康まちづくりの事例集
出典：筑波大学久野研究所

食事

体力
活動量

ヘルス

リテラシー

都市
環境

教育・
収入
レベル

交通網

ソーシャル
キャピタル

狭義の健康施策

総合施策としての
健康まちづくり施策

大きな成果

・健康寿命の延長

・医療費の適正化

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2162.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/902.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/902.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/kusei/gaiyou/shisetsu/genre/sports/index.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2182.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s092/18034.html


健康づくりの主な取り組み

女性の健康事業

・女性の健康週間（3/1～3/8）を活用した、展示会・

骨密度測定などの測定会の実施

・女性の健康に関する講座、健康教室の実施

・乳がん、子宮頸がん検診の実施

全年齢層（女性）

・LINEを活用した健康相談

･･･LINEを活用し、不妊相談のほか、女性のライフステージ毎の健康づくりや月経、ＰＭＳ、

思春期、周産期、婦人科疾患、更年期、緊急避妊等の悩みに関して匿名等で相談できる窓口

女性の健康相談の実施

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）

参考：「母性看護学」宮里和子著 医学芸術社、厚生労働省ホームページ （第３回 女性の健康づくり推進懇談会の資料）等
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https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2155.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/924.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/1124.html


健康づくりの主な取り組み

区民健診・特定保健指導

・区民健診等の実施

・特定保健指導の実施

・かかりつけ医・薬局等の普及・定着

・健診データから糖尿病予備軍、重度歯周病の方へ通知し、相談支援

がん予防対策

・禁煙支援

・がん予防教室の実施

・ウイルス検査やワクチン接種の体制整備

・がん検診の実施

＜胃がん健診・肺がん健診・大腸がん健診・子宮頸がん検診・乳がん検診＞

全年齢層

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）
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https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/911.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s035/2011.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2173.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s045/2148.html


健康づくりの主な取り組み

心の健康

〇うつ病対策
・産後うつ対策
・個別相談の実施

〇精神保健
・精神保健学級の実施
・普及啓発の実施
・心の健康相談（精神科専門医・保健師・精神保健福祉士による面談等の実施）

全年齢層

高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）

・すぎなみ健康サイト（区公式HP)での情報発信
・AEDの設置、救急救命講習の実施
・健康づくり組織・団体活動支援
・クイズラリーの実施
・熱中症予防対策（涼み処の設置など）

その他 健康事業

53

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s047/926.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/kenko/
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s014/1472.html


・子育て世帯の集いの場
･･･つどいの広場、ゆうキッズ、子ども・子育てプラザ など

・高齢者の交流の場
･･･ゆうゆう館、いきいきクラブ など

・障害のある方の日中活動の場
･･･「ふれあい広場」 など

・健康づくりに関する活動の場
･･･健康づくり自主グループ、地域ささえ愛グループ、公園から歩く会など

・地域に関する学びの場
･･･すぎなみ地域大学、すぎなみ大人塾 など

健康づくりの主な取り組み

社会的なつながりの支援

全年齢層
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高齢期（65歳～）成人期（18～64歳）子ども（0～17歳）

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s054/1135.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/kenkou/kourei/ikigai/index.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s037/8237.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/daigaku/index.html
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s113/7877.html


例えば･･･ こんな視点で提案を考えていただければと思います！

健康についての悩み（例）
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仕事や育児で
忙しくて、
自分の健康を
考える余裕が
ないのよね…

定年退職後、
健康でいたいし、
社会参加できる場
や熱中できる
ことを見つけ
ないとね…

生活習慣病には
なりたくないけど..

全部は、我慢
できないし…

健康でいるためには、
どうしたら
いいのかな…

健康についての課題（例）

ヘルスリテラシーは
どうやったら
高まるのかな

社会とのつながりは
どうやったら
醸成されるのかな

自然に健康になれる
環境づくりがされていると
素敵だね

誰もがアクセスできる
健康増進の仕組みが必要
ICTをうまく
活用できないかな
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